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襟裳岬のゼニガタアザラシとゴマフアザラシにおけるサルモネラ保菌調査

藤 井 啓1)・ 日名 耕 司1)2)・ 中川 恵美 子1)3)

緒言

ゼニガタアザラシ(乃 醐 嘘 α伽∂5殉加鍛 虹)は

北半球に広 く分布する陸1二繁殖型のアザラシ、肪(澱

碗α伽8(英 名:harborseal)の 一亜種で、北海道

か らカムチャツカ半島に分布す る(Bigg1981;

Je艶rsonetaユ.1993)。 北海道においては襟裳岬か

ら納沙布岬の太平洋沿岸に上陸場が散在 している

(伊藤 ・宿野部1986)。 ゴマ フアザラシ(」%o囎

忽 幼a)は 、ベー リング海、オホーツク海、日本海

および北部太平洋の一部に分布する氷上繁殖型アザ

ラシであり(IUCN/SSCSealSpeciahstGroup

1993)、 北海道沿岸で見られる個体の多くは冬期に

ロシア海域などか ら南下 してきたものと考えられて

いるが、一部地域では年間を通 して観察 される(水

野2004;小 林2009)。

サルモネラ(躍1η α1θ幽 θη乙θ1抽)は 腸内細菌科

に属するグラム陰性の通性嫌気性桿菌で、人獣共通

の病原体である(佐藤i,1989)。 主に経口で感染 し、

動物体内で増殖 した菌は、糞便 とともに排泄される。

しばしば家畜や家禽に重篤な下痢、敗血症を引き起

こし、人の食中毒の原因菌 として公衆衛生の面から

も問題 となっている。さまざまな野生動物からサル

モネラが分離 されてお り、野生動物は家畜や人にと

って感染源の一つと考えられている。サルモネラは、

スズメの大量死の原因と推察されるなど(仁 和ら,

2008)、 野生動物の保全の観点からも注 目され る。

アザラシ類を含む鰭脚類へもサルモネラは感染 し、

場合によっては腸炎や敗血症を引き起こす(Dunn

etaL2001;FowlerandMi皿er2003)。 アラスカの

プリビロフ諸島では、サルモネラが0歳 仔のキタオ

ットセイ(6協o血 硲 α舳 諭 の死因の一つとし

て報告されている(JelhsonandMiner1958)。

海棲哺乳類は海洋生態系における高次捕食者であ

り、その健康状態は海洋生態系の健全性の指標 とな

ると考えられている(ReddyetaL2001;Aguhireet

al.2002)。 中でもゼニガタアザラシは通年を沿岸域

で過ごすことから、他の海棲哺乳類より陸域からの

汚染の影響を受けやすいと推測 される。北海道沿岸

のアザラシ類 を対象とした血清疫学調査では、本来

は陸域に感染環を持つと考えられる トキソプラズマ

(伽 ρρ】惚ma80η{血)や ネオスポーラ(陥oβ ρ(臓

α抽 αm)に 対する抗体がゼニガタアザラシとゴマ

フアザラシから検出されてお り、陸域から海域へ病

原性原虫による汚染の可能性が示された(FujietaL

2007)。 サルモネラ等の病原体に関 して、アザラシ

類が北海道沿岸生態系の汚染の指標 となることが期

待 される。

本稿では、襟裳岬で学術捕獲されたゼニガタアザ

ラシおよびゴマフアザラシにおけるサルモネラ保菌

状況調査について報告す る。

材料 と方法

醐

2007年6・7月 および2009年6月 に襟裳岬におい

て学術捕獲されたゼニガタアザラシとゴマフアザラ

シの肛門から滅菌綿棒あるいはディスポーザブル手

袋を用いて直腸糞を採取した。採取 された直腸糞は、

2007年 については一20℃ で、2009年 にはキャリ

1)ひ れあし研究会

〒089-0116北 海道上川郡清水町南8条6丁 目18番 地4E-mai1:fUj廿k@came工plala・orjp

2)北 海道大学大学院 獣医学研究科 生態学教室3)北 海道大学 人獣共通感染症リサーチセンター

一1一



Bu11.ErimoTownMus.7:1-4(2010)

一・・ブレアーN(ニ ッスイ)を 用いて常温で、培養

検査に供 されるまで保存 した。

捕獲された個体は、藤井ら(2005)に 従い外部計

測 と齢ステージの判定(新 生仔かどうかの判断)を

行った。

茄 ξ(培養検査)

2007年 の冷凍 されたサンプルでは、緩衝ペプ トン

水(OXOID)10m1に 糞便0.1～19程 度を加えて、

37℃18時 間の前増菌をした後、ラバポー ト・バシリ

アディス培地(栄 研化学)10mlに 前増菌 した培地

0.1mlを 加え、42℃18時 間の選択増菌を行った。そ

の後、1白 金耳をESサ ルモネラ培地II(栄 研化学)

とノボビオシン(SIGMA)を20mg乃 加えたDHL

寒天培地に塗布 し、370C18～24時 間の培養の後、

培地上に形成 されたコロニーを観察 した。

2009年 のサンプルでは、前増菌を行わず、材料を

直接ラバポー ト・バシリディアス培地に加え、選択

増菌から開始 した。選択培養後の剥頂は2007年 の

サンプル と同じである。

結果

ゼニガタアザラシ14頭 、ゴマフアザラシ1頭 か

らサンプルを採取した(表1)。 ゼニガタアザラシ

14頭 中10頭(71.4%)が 新生仔であった。また、

ゴマフアザラシ1頭 も新生仔であった。

培養検査の結果、いずれのサンプルからもサルモ

ネラは分離 されなかった。

考察

今回、襟裳岬のアザラシ類からサルモネラは検出

されなかった。本調査では、サンプル数が少なく、

また2007年 の材料には長期保存(2年 以上)に よ

る劣化が考えられた。分析された全15頭 中11頭

(73%)が 新生仔であり、環境中の病原体に遭遇す

る機会が未だ少ない新生仔がサンプルの多くを占め

ることによって、個体群全体の保菌率を過小評価す

る恐れもある。本調査をもって保菌率を論 じること

は出来ず、さらにサンプル数を増や していかねばな

らない。また、襟裳岬以外での調査も期待 される。

海外では、モービリウイルスやインフルエンザウ

イルスの流行によるアザラシ類の大量死が報告され

ている(Gu皿andandHal2007)。 北海道ではゼニ

ガタアザラシが増加傾向であるが、個体数の増加に

上陸場の増加が伴ってお らず、上陸場の過密化 と、

それによる感染症の リスク上昇が危惧されている

(刈屋 ら2006)。 北海道のアザラシ類ではこれまで

感染症による大量死の報告はないが、サルモネラを

含む多様な感染症のモニタリングに努め、異常が発

生 した場合は速やかに検知 し、救護や調査 といった

対応ができる体制を整えておくことが必要である。

本調査では幸い確認されなかったが、沿岸生態系

の病原体による汚染は、海産物の汚染につながる。

例えばカキでは、陸域由来と考えられる腸管出血性

大腸菌(畠 山ら2006)や ノロウイルス(室 賀 ・高

橋2005)等 による汚染が知 られている。 したがっ

て、沿岸生態系の病原体による汚染は、生態系の保

全だけでなく、公衆衛生においても大きな問題とな

る。十分な調査によって汚染の実態を明らかにし、

的確な対応で人の健康 リスクを低く保つ必要がある。

また、調査を行 うことで海の清浄性を確認 ・アピー

ル し、地元海産物に付加価値をつけることも可能か

もしれない。
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